
●C と R の組み合わせ制限
▶C と R の組み合わせの問題
　図 1 で示すキャパシタ C と抵抗 R からな
る入力部(破線で囲まれたハイパス・フィル
タ)の点 P の電圧は電源を入れた直後、図 2
に示すような変化をします(なお、input に
信号は入力していません。)。
(C=0.1μF、R=1000kΩ、Ebias=4.5V)

　図 2 を見るに、Ebias(4.5V)まで電圧が上昇
するのに 0.5 秒ほどかかっています。キャ
パシタ C に流れ込む電流が抵抗 R で制限さ
れキャパシタ C に電荷がすぐに溜まらない
のです。

　図 1 の回路では Ebias まで比較的短時間で
上昇していますが、キャパシタ C と抵抗 R
の値次第では長い時間を要します。機器が
安定するまでの時間は短い方が良いですし、
あまりに長い時間がかかるとキャパシタ C
が壊れることもあります。▶経験則
　点 P の電圧 EP(t)は次の式で表されます。
EP(t )=Ebias (1−e−t

CR)⋯(1)
e : ネイピア数 e=2.71828…
t：電源を入れてからの時間(秒)

　式(1)を検討するに、1/(CR)の値が大きい
ほど早く Ebias に収束することがわかります。
　私の経験則からいいますと1
CR ≧4　つまり　CR≦ 0.25
であれば問題なく短時間で収束しますし、
キャパシタも壊れません。
　例えば図 1 の回路は、C=0.1μF
、R=1000kΩ ですから
CR=0.1×10−6×1000×103=0.1≦0.25
です。
▶まとめ
　キャパシタに電流を供給する部材が抵抗
のみである場合、キャパシタと抵抗の組み
合わせに注意を払わないと、定常値になか
なか達しなかったり、キャパシタが壊れた
りします。
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図 2: 点 P の電圧

図 1: ハイパスフィルタ
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